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Abstract 

原著論文

General1y speaking， it is not easy for beginners to CIモatea new dance movement 

by themselves. This prompted the authors to generate a sheet called Components of 

Physical Movement Sheet (CPM sheet) as a new approach to develop an ability to 

recognize SD・ucturalbody movement individually. The purpose of this stucly is to attempt 

a creation of movement using CPM sheet on 106 col1ege students of beginning level， 

and clarify elements which affect on movement creativity according to their responses 

to the sheet. The data to be discussed below is compiled statistically. The resu1t of our 

experiment clearly shows that the students recognize elements including ‘complexity and 

diversiザ，‘continui守"'individua1ity' and 'meaning of verba1ization' are highly significant 

and should be concerned deeply. 

I 緒言

ダンス熟練者がダンスの動きを創造する場

合，その経験知によりシンプルな動きの組み合

わせからフレーズを創り出しそれを連続して

行うことで様々なバリエーションに変化させた

り，よりレベルアップさせたりと，複数の動き

のパターンを提案することが容易であるといえ

1 )筑波大学

2)筑波大学大学院体育研究科

るO しかしダンス経験が浅い初心者にとって

はそうではない。

A.ロックハート， E'ピースらによると，

舞踊教育の最終的な自標は， r学生遠がダンス
というものを通して自分の観念(idea)，考え

(thought) ，感じ (fee1ing) を伝達できるよう

になることであるJ2)と述べている。この理念

に基づき，体育科で舞踊教育が行われているこ
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とになる O 現在，体育科で・導入されているダン

ス(舞踊養育)では「ダンスの全体像[踊る-

創る一見せ合うjの体験を基盤にした「新しい

踊りを創って踊る学習(創造学習)J と「既成

の踊りを身につけて蹄る学腎(再現学習)Jの

二つになる J8}と片向が分類している。この創

造学習の一般的な過程は，}I/口による創作ダン

スの手順により，下記のように説明されている O

1-(1)題材，テーマの決定

(2)作品全体の流れを決定

(3)伴奏音楽の見通し動きの発見

(4)動きの創作

(5)動き，心のイメージの確認

(6)締り込み， まとめJ9}

ここでは題材やテーマが第一の手順としてあ

げられており，動きの創造行程(J11仁!の分類で

は動きの創作)はその後に組み込まれているこ

とがわかる O このような創造学習の内容を順序

立てることにより，円討すな学習が可能になると

考えられているのである O また，一般的に舞踊

教育では，創造学湾の課題において，コミュニ

ケーションカの向上をB的としたグループワー

クを基盤とし動きの基となる題材やテーマの

決定が入り口とされる O しかし気がついてみ

ると，テーマの決定の討論に重点が置かれ，個々

の動きを追究するi時間が十分ではない場合が多

くみられる O つまり，実演していくための準備

をし動きを探りだし何度も練り直す時間が確

保できていないと推測される。

これに対し村田は「作品という結果の価値

よりも，表現行為それ自体の意味やプロセスの

価値を重視しようとするJlllことを狙い郎輿表

現を取り上げている O これは，発見を探求する

プロセスが重視され，踊る・部るが一体となる

ため，討論の時間などを省くことができ，反射

的に動きを表出させることができるメリットが

ある O このように指導者たちは，頭を楢ませな

がらも，舞踊教育における部造学習にまつわる

現状を回避するために様々な工夫を凝らしてい

る。

筆者はこの状況に着目しテーマや，題材を

決めず逆説的に動きの創造からスタートして創

造学習を行った場合， どのような状況がおこる

かを見てみたいと考えた。

そこで，身体の動きを構造的に認知する能

力を個々に養う練習課題として componentsof 

physical movementシート(以下， CPMシー

トと表記)を考案した。本研究は， ダンス経験

の比較的浅い初心者レベルの一般大学生を対象

にCPMシートを使用して動きを創造する実験

を行い，その回答内容から大学生による動きの

創造プロセスの現状を整理しさらにCPMシー

トの効果や，今後の創造学習における活用の可

能性を探ることを目的とする。

rr CPMシートの特徴

CPMシートは表の形式で作成され，動きを

自ら表記する特徴を持つ。題材やテーマ，踊り

手の感情や意志，それに関連する音楽等の存在

には触れることなく，身体の動きを構造的に認

知する能力を個々に養う練習課題として考案し

た。言い換えると，ダンスの動きを.細分化し

た要素として捉える試みをするものである。ま

た，あらかじめ基本的な 3つの要素 direction，

action， speed (方向，動き，速さ)を提示し

その他の動きの創造に必要な要素を自らの記

述によって提案することができるものである

(Fig. 1) 0 

使用方法は以下のとおりである O

第一，動きを言語として表記(表に書き込み)

第二， 自らの身体で実演

第三，修正，加筆など

第四，再び実演

翠研究方法

1 .欝査対象と時期

調査対象は，筑波大学一般学生(共通体育ダ

ンス受講者)3クラス， 106名であった。ダン
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2. 額三変内容

1 ) 

CPMシートを穫った実験の手販は以下であ

る(合計55分 (Fig.1)。

①実験内容の説明 (10分〉。

②CP詰シートの表の(太枠内)のA~C の

(1 ---6まで)を下のキーワードを

き埋める o 1 ~ 6の動きを摺々

シートを見な

るまで練習する (10分)。

③ 1-----6までの動きを連続し

見ない状態で各自 2凶行うお分)也

@動きを実演後，鏑々でさらに加えた

必要だと感じた要素を D~G 織の(

に記入し空機も持き埠める。こ

めた動きを再度練習する 00分)。

① 1~6 の援j きを再度迷続して英語t (5分)。

/¥..... 

になし

ス経験ありは 30名. 28%. 

76名. 72%であった (Table1)。

ダンス経験ありの中で，ジャンルの撞類はfク

ラシックバレエム「ストリートダンスJが共に
26弘であった。 fその他jに関しては fチアガー

ルjや「新体操J.rよさこい踊 'JJ等様々な経
類が挙げられ.r新しい動きを創造するj
を持つ者は少ないといえる (Table針。

調査特期l之平成 19年10月11白(li浸.3!翠)，

12 B (3段〉で¥場所は，筑波大学総合格育館

ダンス場において実施した。

ダンス経験なしは

シートを

ダンス経験年数

総記述数30

Table 1 

ね
J

、、，
a
，，

割合

20% 
33% 

10% 

17% 

10% 

以下の項誌を費関紙に

より実施。段階別回答のほかに. 1司

容を得た。

①シートを鈍って自分で動きを却ってみてどう

でしたか。シートがない状態で創る場合と何

か違いがありましたか。

②最初にシートに書いてもらった( )の要素

に関して，なぜそのような要素を挙げたので

すか。

(15分)0 

2 ) 

品
川
一

6

m

3

5

3

3

経験年数

1年未i詫
1 ~ 3年

4 ~ 6年

7 ~ 9年

10 ~ 12年

1

2

3

4

5

 CPMシート

ダンスの経験ジャンル

総記述数35

Table 2 

26% 

17% 
9% 

6% 

17% 

ャン jレ

ラシックバレエ

ストリートダンス

社交ダンス

モダンバレエ

ジャズダンス

その他

1

2

3

4

5

6

 

A 8 C D E F G 

direction action speed 

右 速い

2 友 ひねる

3 後ろ 選い

4 i~号る

5 下 静止

8 伏せる

r components of physical movementJシート
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③シートを使って動きを創っていく中で， ダン

スにおける「動きJに関して気づいたことは

ありましたか。具体的に書いてください。

④表に書き込んだ通りに動きを実行すること

ができたと思いますか。 (5段階評価)また，

その理由も書いて下さい。

①勤きを創る上でこのシートを活用する事には

どのような効果があると思いましたか。また，

どのような場で活用することができると患い

ますか。

①実験で創った動きは「ダンスだjと思います

か。 (5段階評価)また その理由も書いて

下さい。

3.繍査資料の処理

CPMシート，質問紙調査用紙は OfficeExcel 

ワークシートを使用し集計した。

以下の項目ごとに統計的に処理し分析の基

礎資料とした。

①協議対象者の背景

(2)調査対象者が記入した要素の内容。DCPMシートの活用
④ CPMシートの活用による動きの気づき

⑤CPMシートの活用によるダンスに対する認識

N 結果と考察

1. CPMシートに記入した要素の分析

CPM シートの D~G 織を無記入で提出した

ものは一人もいなかった。記入内容は，具体的

な言葉で埋め尽くす者もいれば，絵のようなも

のや背楽記号のようなものなど，様々なスタイ

ルが現れる結果となった。これを独自の方法で

整理し「部{立J.rイメージ・質感J.r表'11号・
視線J.r勤きの大きさJ.r音楽.1)ズムJ.rそ
の{也jに関しての計5つの要素を:mJI出し整理

しそれらを中心にして考察を行った。

1 )部位

「部設J¥，こ関しての回答が36%と最も多く得

られた (Table3)0 

頭-J腕-是・首・膝.JJ要など様々な部位に関

して，動きの内容を分けて書き出している調査

対象者が非常に多くみられた。この結果から，

「どの部分を動かすのかJが動きの構成要素と

して重要であると認識していることが伺える O

2 )イメージ・質感

「イメージ・質感Jに関しての回答は 28%を

占めた (Table3)。

具体的な沼答は以下であった。

-自動販売機から出てくるジ、ユース

.物を買ってもらえない

-雑m絞り
.演歌のように

また.rにゆるっとJ，rなめらかにJ.rねちっ
こくJ.rゆるく j等，個々で全く違う表現言語
が抽出された。イメージ・質感といってもその

内容は偶のとらえ方で多様性を帯びていた。 A-

ロックハート， E.ピースらが， rひとつひと
つ違う勤きの質を経験していくにつれて，学生

達は動作と情緒が密接に関連しているのに注目

するJ5)と述べているように，調査対象者がダ

ンスの動きを創造する上で，イメージや質感が

重要な手がかりであると認識していることが伺

えた。

3 )表i嘗・視線

「表{育・視線jに関しての回答は 12%であっ

た (Table3) 0 

具体的な回答は以下であった0

.笑う

・悲しい顔

・真剣な顔

-[1った

・視総→強く

邦は著書 f舞踊の美学jにおいて「人間の身

体の中で顔の部分がいちばん効果的な表現機能

をもっているJ10)と述べ，表情は舞踊表現の技

巧として確かに有効なものであると考えられ

る。本調査において.r表情・視線jに関して
の沼答が多く挙げられたことから，今践のよう

な初心者レベルの調査対象者にとって，表情や
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-国数江田. 2思， 3由)

・時間(長く.短く〉

きを創造する際.様々

し必要としている

‘次の動作へのつなぎ

体のどの部分を，

のかを具体的に11議み11半い

せることは，

身体との関係を

が示唆される結果となった。

総記述数274

を認

となったが，

これは.

な要素を趨到に設定，

ことが飼えるむ

身

して

イメージ・感に関して

-視線に関して

動きの大きさにi認して
者楽・リズムに民iして

以上のように，

CPMシートに議:き入れる

どのようとよイメ…

え，

々な

Table 3 

ーよ

?
M
q
d
A
U玄

F
Q

説線は自らの表現を助ける要素として非常に重

要であったと考えられる。

4 )動きの大きさ

「動きの大きさJ~こ関しての回答は 9%であっ

(Table 3)。

回答数が少ない結果となったが.

験年数と照らし合わせてみてみると，この回

答をしたのはダンス経験者が比較的多かったo

A.ロックハート.E.ピースらは. i動きの

広がち具合とか大きさに関した言葉に辻

(range) とか，大きさ (dimension) とか広さ

(amplitude)等があ母.その範館iえ小から大へ，

大から小へ，小と大の関，コントラスト

をおいたりする戸と述べているように

スにおける動きは一定の大きさだけで表現され

るものではなく，動きに機々な強弱が渡れる様

が魅力の一つになるといえる。このことに議f::i

し実演に盛ち込むことができるのは，多少の

ダンス経験が必要と考えられるc

5 )音楽・リズム

・1)ズムJに関しての回答が4%となっ

ダンス経

た

ダン

(Table 3) 0 

今臨のようなダンス経験の浅い学生逮にとっ

て，ダンスの動きを創造する際，音楽による助

けは大いに重要であると考えられる。これは，

「時間やテンポや強度の漸次移行 (gradation)

を通して，音楽は運動の範囲や特性をコント

ロールし得る J6)と，音楽は動きに多大なる影

響を与えると考えられていることから，

の指導現場において音楽は非常に多様に用いら

れ，その重要性は明らかである O しかし得ら

れた結果が4%と低かったことは，今回の実験

では音楽・リズムに関する要素の存在に触れる

ことなく動きの創造を行ったために，調査対象

者の認識が低く，少数意見にとどまる結果と

なったと考えられる O

6 ) そのイ也

fその他jに関しての回答が 11%であった

(Table 3)。

具体的な回答は以下であった。

判
A

』
〉
〕
レ
し

心

こ

る

る

キ
J
v
ι
ザ

i
V
4
4
8
 

お

h
り

に

な
ス

に
ン

i

ダ

糸守〈
》

fこ

2. CPMシートの活用に関する回答の分析

動きの創造時に与える効果について着目し，

f動きのアイデイアJ.I動きの整理J，I動きの

発見J. r動きの意識J.Iイメージや創造力の向
上jに捕しての計5つを質問紙調査項目の内容

から抽出しそれらを中心にして結果の考察を

行った。

1 )動きのアイデイア

最も多く挙げられたのが 「動きのアイデイ

アjに関する項目であり. 56の回答が得られ

た (Fig.2)。

具体的な回答は以下であった。

-シートがない場合は全〈何をしたら良いの

か分からなかった。しかしシートがあり

ABCの項自があると取っ掛かりになってと

-21ー
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ても助かった。

-最初jの方向性が示されたことによって，その

後の要素を加え，ただの動きからダンスに近

いものにしやすくなった。

-要素が提示しであると動きが創りやすい。

-何も決まりがない状態で自由に動くというの

はやはり難しいので，少しでも制約があるぷ

ん動くことができた。

)J矢田は「何らかの手がかりを提供しその手

がかりをやるうちに自然に身体が次を求めるよ

うに導く J7)と述べており，若松 (1983) も「人

間の身体は一つの動作が与-えられると，連続し

て次々と動作を発展させているJ19)と述べてい

るO つまり，最-初に 3要素が提示されているこ

とは，動きを創造する上で、の糸口となり，次の

動きへと発展させることが容易に感じたのでは

ないかと考えられる O そして，身体が次を求め

るという実感が，さらに，学習者のf身体jと「動

きjと「イメージJを掘り起こすきっかけとな

かそれらが統合した結果，表現性を含んだ動

きが部り出されることとなるO

2 )動きの整理

「目立Jきの整理Jに関する項目において 23の回

答が得られた (Fig.2)。

具体的なIill答は以下であった。

-記録できて分かりやすい。相手に伝える効果

や，実i緊に残して訂正できる。

-党えやすく • NJiで考えて踊るのではなく，体

で覚えられたので難しく考えずに次々に体を

動かすことができた。 1つの動きを忘れずに

考えながら創ることができ，振りを創るとき

に役立つと思う。

誠査対象者にとって.動きを文字で書き留め

ることは，動きを覚えるために効果があり，ま

た，頭で勤きを整理するためにも重要な役割を

果たしていると考えられる O 若松は fある動作

に閥系したイメージが，脳の中でできるという

ことは，その動作の使っている筋肉に命令を送

る神経が，実際に身イ本を動かすのとi奇じように

機いているJ18)と述べており.実際に身体で実

演する際において頭の中で、動きの全体像を掴む

ことができ，一度脳内で動きをイメージし，整

理することに CPMシートは効果があると考え

られる O

3 )動きの発見

f動きの発見jに関する項目は 19の沼答が得

られた (Fig.2) 0 

具体的な回答は以下であった。

-自分の思いもよらない動きができる O マンネ

リ的な動きを防ぐことができる。

-動きのi揺が広がらないときに，個人の思い浮

かばない動きの方向や速さを気づかせること

に効果があると思う。

-シートがある方が今まで考えていないような

動きがあって新鮮二だった。踊っていて少し不

自由さがあった。自分が意識してやる動きと

は別の動きが創れる。

-普段は思いつかないような動きも驚くくらい

いろんな動作が思い付いて楽しかった。

滝沢は「新たな身体運動に必要な知党内容を

獲得するためには，既に保持している知覚内容

を，新たな矢口党内容に組み替えることJ12)であ

り，その組み換えが身体の構造を作り変えるこ

とになると述べている o CPMシートでは，空

機に作業的に要素を書き込んでいくため， 自分

では思いもしなかった動きの組み合わせや発見

があり，また同様に，要素内容を微妙に変える

だけで¥何通りもの動きを創ることができると

考えられる。さらに，新たな身体感覚の目覚め

をも促すことに繋がるといえる O

4 )動きの意識

「動きの意識jに隠する項目において 18の回

答が得られた (Fig.2) 0 

具体的な10答は以下であった。

-どこまで自分が自覚しながら動いているかが

分かる 0

・自分の体の意識する部分が増えた気がした0

.気付かないような縮かい動きも意識すること

カfできる。

A.ロックハート.E.ピースらは.r動きの
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可能性を追求していくとき，動きのひとつひと

つの持つ情緒的な性格に注意しエネルギーの

流れ方，時間，アクセントなどを変えることに

よって綬りない変化の可能性があるということ

に注目すべきであろう j心と述べているように.

踊り手の動きに対する意識の後妙な変化によっ

て表出される動きは大きく異なる。 CPMシー

トに記入することで，調査対象者が一一つ一つの

動きを明確に意識し実演する際において注意

が喚起きれていることが考えられる。また，シー

トをmいることにより，一度脳内でイメージを
確立し整理することができる。

5 )イメージや創造力の向上

「イメージや創造力の向上jに関する項目に

おいて?の国答が得られた (Fig¥2)。

具体的な出答は以下であった。

-創造力を引き;出せると思う。

-頭で考えるだけじゃなくて，シートに具体的

ミたことでイメージが創ちやすかった0

.シートがある方が自分の動きに自擦という

か，テーマのようなものができて良かった。

動きやすかった。自分の中にあるイメージを

具体化していく上で，分かりやすく説明して，

自分を納得させることができると思う。

諒査対象者にとって，自らの中にあるイメー

ジを具体的に表記することで，イメージがより

明確になり，実際に身体表現として実演に移

す際に効果があると考えられる。また.A~C

欄 (direction.action. speed)の基本的要素の

みを提示することで¥その他の要素を調査対象

56 

Fig.2 CPMシートの活用に関する回答

者自らが考え出すため，動きの創造力を養うこ

とに繋がっていると考えられる。

一万で，否定的な意見として，以下のよう

な回答もみられた。

-少し裂jきが限定された気がした。

きが限定されていて割与にくかった。普段

はダンスを ないの

で¥指定された動き どのような動きな

のか想像しづらかった。

・いったん決めたら詳しいことはシートで書く

のは無理。表現は言葉で表せないので¥判部

もやって自分でっかむしかない0

・シートがあるとシートにどうしても気を取ら

れてダンスにあま号 できなかった。

-思い思いの勤きはできなくなった気がする。

きやすい反滋i.それ以外の動作(自発的な

をつくることが難しくなったり

-シートがない状態で創ったことがないのでよ

く分からないが. ダンスが全然党えられない

ので， 向分の文字しかない状態ではどう動い

て良いのか掛った。紙に幹いてその流れに合

たとおりに動くというものはもの

すごく難しい。

これらの意見から，要素が提示され制約され

ることで，逆に動きが限定され，湧き出るよう

に創り，動くことができないという面も CPM

シートは併せ持っていることが伺えた。

以上から，初心者レベルの調査対象者が，創

造学習において動きの創造の助けになる様々な

ヒントを求める一方で，やはり，ダンスの動き

の本質が持つ自然旦つ湧き出るような表現性の

魅力に対-しでも敏感であるということを読み取

ることができ，否定的意見も大変興味深い結果

となった。

3. CPMシートの活用による動きの気づきに

関する回答の分析

CPMシートを用いての動きの創造を通し，

動きに対する気づきに関して. I複雑さ，多様

性J.I:連続性(つなぎ)J.I個々の表現特性J.
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語化の意義J.Iその他jについての計5つを質

問紙調査項目の内容から抽出しそれらを中心

にして結果の考察を行った。

1 )複雑さ，多様性

「複雑さ，多様性Jに関する回答が27%と最

も多く挙げられた (Table4) 0 

具体的な回答は以下であった。

. IひねるJなど 1つの動きでも f何をJIどこ

へJIどのようにj動くのか，たくさんの選

択肢があることに気づいた。

-体の色々なパーツが別々の動きをするのでダ

ンスはある意味複雑だと患った。

-一言で表現される動き(飛ぶ，など)も一言

で表現できる動きにはならない。

-動きは無限大。「右Jや「左Jといった言葉

の概念で Iffi;)きjを完全に規定することはで

きない。

v.プレストンが11つの単純な動きが.ひじよ

うに多くの「まげるよ「のばすJ.IねじるJを
含んでいるので，このような言葉で希望する動

きを表すことは不可能であるJOと述べている
ように，ダンスにおける動きは，微妙な色合い

を持ち，複雑で、あることが伺える O また. I抵

抗・方向・距離・持続時間 (duration)・速度・

力が含まれないかぎり，いかなる運動もおこり

えないJ16)ことからも，動きを構成している要

素は数多く存在しそれらが幾重にも重なり合

うことによって複雑な動きが生まれるO 調査対

象者はダンスにおける動きは複雑さを含んでお

か単純な動きとは大きな差異があることを自

らが認識したという成果であると考えられる O

2 )連続性(つなぎ)

1-連続性(つなぎ)Jに関する回答が 16%で

あった (Table4) 0 

具体的な問答は以下であった。

-動きと裂jきのつなぎはとても大切だと思っ

た。一つ一つの動きが良くてもつなぎが良く

ないと台紫しになると患った。

・一つ一つの動きの切れ自をいかに上手くつな

くやか，それができればきれいに見えるのでは
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ないか。

. I流れjが大切だと言うこと。動きと動きを

つなげる流れをつくることで動きがダンスに

なるのだと患った。

v.プレストンは「流れとは，進むことと止
まることとの関の変化・動きを注ぎ出そうと構

えていることと，動きを差し控えようと構えて

いることとの陪の変化を意味するJ17)。と説明

し若水は「ダンスとは運動の連続であるJ2!l 

と述べており，運動の終わりは次の運動の準備

であるべきであるとし動きと動きの間には，

「流れJが存在しているべきである。ダンスに

おける動きの連続性は，洗練された動きには欠

かせない要素であることを調査対象者が強く認

識した結果となった。

3 )倍々の表現特性

門担々の表現特性Jに関する回答が 11%得ら

れた (1able4) 0 

具体的な回答は以下であった。

-ある一定方向にのみ動きがちな事，後ろ・斜

めの動作が創りにくいという自分の癖(弱点)

に気が付いた 0

・自分の動きは淡泊で飾り気がないと思った。

また，それが好きだということに気づいた0

.意外に勝手に動いている部位がある O

-自分の中で、知っている動きしか使えなかった

こと。新しい動きをしようと思うと，頭で理

解し )11真に身イ本を動かさないとできなかった0

・自分が f動く jときに何を基準・大事な要素

として考えているかに気付いたO

調査対象者が自らの表現特性に対して何らか

の気づきを得ていることが伺えるD また， 岳己

表現の実現のためには，自己の表現への気づき

が必要であり，舞踊教育において，この白己に

対する気づきは，学習呂標として非常に重要な

意味を持っていると考えられる。

4)言語化の意義

f言語化の意義Jに関する回答が 10%であっ
た (Table4)。

具体的な回答は以下であった。



-岳分で考えた動きを言葉にすることは難しい

と患った。

-自分の動きを言葉にすることで. より動きが

薙定されたと思う O

-簡単な言葉でダンスは表せない。

滝沢は f身体運動を実施しているとき，身体

には様々な感じが生起しているJ13)と述べてお

り， ダンスにおける動きは我々の感覚内で，い

わゆる「感じjとして存在しており，それを言

葉で表すことは非常に歯難であると考えられ

る。これは，筆者の経験からみても明らかであ

る。しかし v.プレストンがダンス指導にお
いて[動作用語，次には.舞騒のレッスンの中

で動きの中に再現することのできるようなーを

含む，短い散文や詩を警かせるとよいJ15)と述

べているように，その一見暖i沫なれ~じj を言

葉にすることは，重要な効果をもたらすと述べ

ているD これにより，動きはより明確となり.

動きの打率じjを他者と共有することさえも可

能になる。また，若松によると[言語を深め・

富ましてダンスにむかうのではなく 1:=1・5吾を身

体運動のエネルギーで富ませることj制とある

ように身体運動を過して，その動きの rl惑じj
が明確になか言葉に変換することが可能にな

る場合もある O つまり，ダンス熟練者ほど，動

きに対する表現言語が豊かであると考えられる

さらに， この CPMシートは動きの製造に必要

な要素を言語として表記する特性を持っている

ため，このシートを用いることで，動きを言葉

で捉えるという思考の促進が達成されており，

動きを言語化する難しさと重要性に対ーし調査

対象者が様々な考えを持つ機会になったことが

伺える。

5 )その他

「その他」に隠する回答が 36%得られた

(Table 4) 0 

この. rその他jに関する項目は，調査対象
者偲々で表現が様々であったため，総合してま

とめることとした。

具体的な回答は以下であった。

e 苦がなくても自分の中でリズムを考えて動く

ことがダンスにとって大切だと思った。

-素早く動くー+ぴたっと止まる.ゆっく旬ひね

る等動きに強弱をつけるとダンスっぽくな

るa

-自分のイメージが f勤きjを作っていく上で

重要だと患ったa

-殻をぶち破る気持ちが重要だと患った号

.細かいところが大切。j

Table 4 勤きの気づきにi謝するIFH苓
総記述数41

l 綾雑さ g

2 連続性(つなぎ)

3 儲々の表現特性

A
サ
ハ
U
A
U
.
M

噌

1
4
1
i 11% 

10% 

以上のように，なんとなく動き

ていた誠査対象者たちが. CPMシートに毅jき

を告:き入れるという「手間jを通して，よ号機

織な感覚を得るきっかけとなったことが示峻き

れる結果となった口

4. CPMシートの活用によるダンスに対する

認識に関する回答の分析

CPMシートを用いた動きの創造を通して，

自らが創造した動きがダンスだと思うか， とい

う潤いに対する 5段階評価及び記述内容から抽

出された結果を中心に，調査対象者のダンスに

対する認識の在り方，また ダンスの認識にお

いて重要視している事柄について考察を行っ

た。

その結果.r大変思うJ16回答.1.'忍うJ40自答，
「どちらでもないJ29回答.1;患わないJ16回答，

「全く思わないJ5回答が得られた (Fig.3) 0 

f大変思う jとに思う jにおける評価を統合

すると 56回答で約半数であった。 1.思わないJ
と「全く思わないjにおける評価を統合して

21回答とすると，多くの調査対象者は自分で
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50 

Fig.3 Iダンスだと思うかjという向いに
対するi副答

創造した動きをダンスであると認識しているこ

とが侭える O しかし. IどちらでもないJは29

回答であり，あいまいな回答も無抗することが

できない数であった。このことから，調査対象

者が自分で創造した動きをダンスであると認識

するには硲伝がない状況であると考えられる。

そこで. IどちらでもないJ. I忠わないJ. I全

く忠わないjと回答したものが，その理由とし

てJ引本的に記入した 45回答の内容を質問紙調

査から1'[11出し「動きの意味J.I音楽・リズム

との調布IJ.I自己表現の実現J.I動きの連続性J.

「その勉jに|喝しての 5つに分類し， さらに深

く分析した。

1 )動きの意味

「動きの意味Jに関する回答が15と最も多く

挙げられた (Fig.4)。

J主体的なlill答は.L-j、Fであった0

.意味がない動きだから O

・ダンスには主題が必要だと思うが，この動き

には伝えるべきことがないから O

-表すものやイメージは全くなかったから O

調査対象者がダンスにおいて，題材やテーマ

等.動きの意味内容が非常に重要な要素である

と認識していることが侭える。 CPMシートを

用いた笑j験において，ダンスにおいて最も重要

であるとされる踊り手の内部やイメージ等の表

現に関する要素の存在に触れることなく，単純

に動きの創造を行ったことで，結果的に調査

対象者が自発的にこれらの重要性に逆説的に気

づくという成果が得られた。

2 )音楽・リズムとの調和

f音楽・リズムとの調和jに関する回答は 8

であった (Fig.4) 0 

具体的な回答は以下であった。

・1)ズムに合わせることができなかった。動き

を倉IJることまではこのシートでできたが， ダ

ンスらしいリズムに合わせた動きまではつく

れなかった。

. I換とかリズムがないのできちんとまとまらな

いから。

-あまりリズムを意識した動きではなかったか

ら。j等が挙げられた。

実験調査では，音楽の要素に触れることなく

動きの創造をおこなったため，このような自答

が出るのは予想の範鴎である O 柳沼は「音楽や

舞踊はその動きの基礎としてリズムをもってお

り，そのリズムの時間的経過により，動作や動

きのある抽象的様相を表現することができま

すj23)と述べていることから，音楽やリズムは

ダンスにおいて，非常に強制力の強い要素であ

るといえる。山下は「音によって動きがダイナ

ミックになったり，それらしい雰囲気をかもし

だす動きを導いてくれる手助けとなるJ22)と音

の重要性を述べており，音楽から表現のi揺が広

がるとも考えられる O

3 )自己表現の実現

「自己表現の実現Jに関する回答は 5であっ

た (Fig.4)。

具体的な回答は以下であった。

-自分が考えた動きに全く自信が持てず， どう

しでもあまり動けなかったです。

-あまりはっきりした動きではなかったと患う

から O

-自分の表現がうまくできたと感じられなかっ

たから O

-ダンス未経験者がちょっと身体を動かしただ

けだと思うから。

競査対象者が自らの動きに自信が持てず， 自

分の能力では動きを表現しきれなかったと感じ

ていることが伺える。また，その要民!として，
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議査対象者は初心者レベルであり， 告らの身体

で表現することに不J慣れな者が多かったことが

考えちれる O

4 )動きの連続性

「動きの連続性J~こ関する邑答は 3 であった

(Fig. 4) 0 

具体的な回答は以下であった。

-メリハリをつけるため つなぐところ泣ス

ムーズにつないだ方がよい。上手い人は言わ

ずとも動きのつなぎ自を作っていた気がす

るO

-流れがぶつ切りだったから O

言語査対象者の多くはダンスにおいて動きの連

続投が非常に重要であると認識していることが

飼える o V'プレストンが[身体的技能は， 1 

つの身体活動から他の身体活動への移行から成

り立つ一連のよい動き (sequence) を総習す

ることによって向上するJ14)と述べていること

から，連続性を持った滑らかな動き辻身悼的技

術を伴うものでもあることがいえる。つまり.

ダンスの数きにおける連続性は，錦ち手の高い

身体的技能によって達成されると考えられ，今

留のようにダンス経験が浅い調査対象者がこの

動きの連続牲を達成することは非常に菌難であ

ると感じたことが伺える O

5 )その他

「その他」の理由に関する回答は 14であった

(Fig.4)。

具体的な回答は以下であった。

-経験者は「そんなのダンスではないjと思う

かもしれないから。

-動きが少なかったから。

・ダンスの定義がまだよく分かっていないの

で。

-ダンスと演劇の真ん中くらい。個人他人で違

うと思う O

今思の調査対象者は初心者レベルであり，

「ダンスとはどのようなものかjを問う佃i値

観に対し今回のような意見が出たことは，

「決められた動きを，できるようなるまで反

Fig.4 Iダンスと思えないjと した理i主!

f主主義習するjのがダンスだと思われている)m¥.

潮に， CPMシートを通して!なら疑問を感じ.

考えi度す機会となったといえる。

い結果であった。

V まとめ

本研究は，創造学習において核となる動きの

部迭に議日し CPMシートがダンスの動きの

に号える影響.動きの可能性へのi奥揺の効

果などを検証した。この結果，調査対象者であっ

た初心者レベルの一般大学生は， どの部分をど

のようなイメージで動かすかを，動きの大切な

構成要素に挙げていることが明らかとなった。

そして， ダンスの動きに対して「複雑さ・多様

性J.I連続性(つなぎ)J. r 11司々の表現特性J.r言
語化の意義」に気づきがあるという結果を得た。

CPMシートの活用に対しでも発想、の広がりや，

動きの整理，想像力の向上に役立つというよう

な様々な意見が出されたが，学習者たちがいつ

の間にか動きを創造することに抵抗感なく取り

込むことができるようにするためには. CPM 

シートに改良を加え さらなる調査が必要であ

るという課題も残した。

初心者レベルの大学生がダンスの勤きの構造

に興味を持ち，その多様性，深}習性に気付くと

ともに，ダンスの本質が持つ表現性の魅力に自
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発的に芽生え，自分の考えを動きに乗せ，感じ

ることを伝達しあうことを楽しむことができ

るような鍛造学習の一つの方法として，この

CPMシートの利用が効果をもたらすよう， さ

らに研究を継続したい。
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